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は 拘束で さへ も ある。 

読者 はた >、 今日の 分 は 面白い とか 面白くない とか 

いって 読んで ゐれ ばい ゝの だが、 新聞社の 当事者 は、 

検閲な どと いふ こと、 は 別に、 毎日の 一 回 分 を はら は 

らしながら 眼 を 通して ゐる こと だら うと 思 ふ。 それと 

同様に、 作者の 立場から は、 実 を 云 ふと、 自分の 書い 

てゐる 間は少 くと も、 毎日の 新聞記事が 自分の 責任み 

たいに 気になって しかたがな いので ある。 を かしな も 

ので ある。 

新聞社が 作者に 対し、 いろんな 注文 を 出す とい ふ 風 

説が 行 はれて ゐる。 これ は、 私の 知る 限り、 まったく 



寧ろ、 新聞 小説 を 読む ものが、 どうい ふ 要求から、 

どんな 読み方 をす るかと いふ 方が、 作者と して 参考に 

なる。 

お 互に 気がついて ゐる やうに、 新聞の 連載 もの は、 

毎日 欠かさず 読まなければ、 その 興味 はま づ 大半 失 は 

れ ると 云って い、。 ところが、 毎日 欠かさず 読む 人 は、 

非常な 努力 をして か、 或は、 や、 習慣に なって ゐ るか、 

ど つちかで ある。 

私 は どっち かとい ふと、 新聞の 連載小説と いふ もの 

を、 た、 V の 一度 も 通読した ことがない。 二日 続けて 読 

ん だもの も 稀で ある。 読みたい もの は 本に なつてから 



読める とい ふ 安心が あるのと、 せっかちで 物臭と 来て 

ゐ るから、 努力 もしない し、 習慣 もっかな いので ある _ 

しかし、 読書人と して 読む ものに 事 を 欠かぬ 錚々 た 

る 私の 友人の 二三 は、 どんな 小説で も 取って ゐる 新聞 

の 小説 は 必ず みんな 読む と 豪語して ゐる。 かう いふ 

人々 が どんな 要求から どんな 読み方 をして ゐ るか、 本 

音 を 聞いて みたい もの だと 思 ひながら、 まだ それ を果 

さずに ゐ るが、 お ほかた、 察し はっくの である。 

その他、 投書な どに よって 推定され る 一般の 読者に 

ついて、 私 は 常に 新聞 小説と いふ ものが、 いかなる 制 

約が あるに せよ、 やはり 書き 甲斐の ある もの だとい ふ 



に 相 通ず る 一 種皮 肉な 反抗 児で は あるまい か？ 

最後に、 拙作 「泉」 をな が/ \ 読んで くださった 読 

者に、 同じ 紙面 を かりて 序にお 礼 を 申したい。 鞭撻、 

助言、 批評 を 与 へられた 方々 にも、 いちいち 返事 はさ 

しあげなかった が、 こ、 で ご 挨拶 をして おく ことにす 

る。 
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